


























































機能の内容 発生の位置 範囲の起点 対象に及ぼす影響
序品 18 0 0
方便品 14 0 0
臂喰品 30 4 0
信解品 32 2 0
薬草喰品 5 0 1
授記品 14 0 0
化城職品 24 5 1
五百弟子受記品 20 0 0












法師品 18 0 3
見宝塔品 20 0 0
提婆達多品 8 2 0
勧持品 16 1 0
安楽行品 34 0 0
従地涌出品 23 1 3
如来寿量品 1O 0 0
分別功徳品 13 1 0
随喜功徳品 9 0 0
法師功徳品 19 0 0
常不軽菩薩品 20 0 0
如来神力品 20 0 0
嘱累品 4 0 0
薬王菩薩本事品 20 0 0
妙音菩薩品 7 1 0
観世音菩薩普門品 5 1 0
陀羅尼品 6 0 0
妙荘厳王本事品 21 0 1
普賢菩薩勧発品 15 0 0








































































































序品 2 2 7 1
方便品 5 5 17 0
響嶮品 1 9 8 3
信解品 0 1 0 1
薬草噛品 1 1 9 2
授記品 0 1 0 0
化城嶮品 1 13 9 5
五百弟子受記品 1 1 3 0
授学無学人記品 1 0 5 0
法師品 1 5 1 0









の作品では、例えば『韓非子』 「有度」 “兵四布於天下、威行於冠帯之国（ 「兵は天下に四布
し、威は冠帯の国に行はる」 ）”に使用例が見られる。ここでは、 “兵” “威”が動作主、 “四
布” “行”が行為、 “天下” “冠帯之国”が地点を示し、それらの関係が“於”により表現され
ている。
次に『法華経』文中での使用例を挙げる。
提婆達多品 1 5 2 0
勧持品 0 0 2 0
安楽行品 1 4 5 1
従地涌出品 2 3 7 2
如来寿量品 1 4 8 2
分別功徳品 3 2 5 1
随喜功徳品 2 2 1 0
法師功徳品 0 4 6 0
常不軽菩薩品 1 2 1 0
如来神力品 0 2 1 0
嘱累品 0 0 0 0
薬王菩薩本事品 7 3 2 0
妙音菩薩品 1 2 0 0
観世音菩薩普門品 1 0 3 0
陀羅尼品 0 1 0 0
妙荘厳王本事品 0 0 1 0
普賢菩薩勧発品 0 0 0 0



















入」 「到達」 「出現」 「存在」を示す動詞の中で特に多用された語蕊を挙げ、それらを含む形式
の使用回数を紹介する
①「出入」 “出”＋“於” 5回、 “入”＋“於" 16回
②「到達」 “到”＋“於” 8回、 “至”＋“於” 7回
③「出現」 “現”＋“於” 4回、 “出現”＋“於'' 10回







































他の作品では、例えば『戦国策』 「秦・昭襄王」 “齊免於天下之兵、其醗君必深（ 「齊、天下の
兵を免れば、其の君を麓とすること必ず深からん」 ）”に見られる。ここでは、 “齊”が動作主
となり、 “天下之兵”が“免”の対象に当たる。
次に『法華経』文中での使用例を挙げる。
剛転於法輪、度脱衆生、開浬藥道。 （化城喰品）
@l)不能生於、難遭之想、恭敬之心。（如来寿量品）
剛では、動詞“転”の対象に“法輪”が当たり、聞き手に強制を示す命令文が構成されてい
る。 @l)では、動詞“生”の対象に“難遭之想、恭敬之心”が当たり、文頭の“不能”によって
行為の実施が不可能であることが表現されている。
対象となる事物には、鋤@l)に見られるような仏典独特の用語が多く、他に“大乗”“小法”
’’62 羅什訳『法華経』の語学的研究一“於”について－
“経法” “無上道”等の使用も見られる。人物を示す表現では、人称代名詞“汝”や“衆生"、
人間を華に臂えた表現“人華”等が対象として用いられている。また、対象が地点となる場合
では、 “於”直前の動詞は「出入」 「到達」等のように内容が限られていたが、事物が対象とな
る場合は、操作の形式が拡大するため動詞の内容も様々なものが含まれ、それが使用回数の差
に影響を与えたと考えられる。
’
’
i
’
3．おわりに
助動詞“於”の用法は、行為や状況の発生した場所や地点を表示する際にそれを示す名詞に
前置するという印象が濃厚であるが、 “於”が表示する内容には、比較や受身、行為の原因や
起点等も含まれ、実際には“於”は様々な状況の下で使用されている。本論では、鳩摩羅什訳
『法華経』に見られる“於”の使用状況を調査し、古漢語文法の方面から使用条件について分
析した。
“於”が用いられた形式の使用頻度では、やはり場所や地点を対象とする形式が事物を対象
とする形式より高いことが判明した。 ここでは、牛島1967の指摘する「限定」の機能が発生地
点の限定に効果的に発揮されたと感じられた。また、対象が事物となる場合に“於”が発揮す
る直接的な影響や間接的な操作、即ち牛島1967が指摘する「補語」の機能についても本論で詳
しく述べた。
調査の結果、前置詞“於”には動作主の行為と対象との関係を示す多くの機能が備わり、文
中に使用された際には重視されるべき価値が十分に含まれると感じられた。
’
’
〈註記〉
l)..於""¥"については、漢代以後の学者が『説文解字』“子於也（ 「干は於なり」 )"の部分
に基づき同義語であると認めているが、王力1980はこれに対して疑問を示し、“千”の使用を
古い形式と指摘している。 『法華経』では“既出干世、為諸衆生、分別演説、諸法之実” （薬草
喰品)等合計16の使用例が見られるが、“子”と“於”の関係に言及すれば内容が混乱するた
め、本論では“干”は扱わないこととする。
2） “於”の長期的な用途は、原文では“表示所在、所向、所自、所至等” “表示「対於」一類
的意義” “在被動式中介紹主事者” “在描写句中介紹差比的関係位”短期的な用途は“表示所
為” “表示所以”となっている。
3)黎錦煕1992の分類による介詞の中で、「時間と場所」 「因縁」 「方法」を伝達する種は、対象
の直前に置かれて「前置的介詞」 (Preposition)と呼ばれ、前置詞と訳される。「領有と統括」
を伝達する種のみは、対象の直後に置かれて「後置的介詞」と呼ばれ、漢語特有の用法である
ために特別介詞とも呼ばれる。
！
’
羅什訳『法韮経』の紺学的研究一.‘於”について－ 63
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